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　The　Drug −of二Abuse 　One　Stcp　Test　fc）r　the 　detcction　 of 　methamphetamine （MA ）and

amphetamine （AM ）in　urine 　was 　evaluated ．　 Thc　two　kinds　of 　test　device，　one 　f（｝r　MA
（Device−MA ）and 　the 　other 　AM （Dcvice−AM ），

　examined 　for　their　sensitivity 　and 　specific −
ity．　 The　detection　limits　of 　Device−MA 　and 　Device −AM 　were 　lμg／ml 　and 　2 μg／ml

，
　re −

spcctively ．　 Seven　compounds 　related 　to　amphetamine 　such 　as 　methamphetamine
，
　ephed −

rine ，　 norephedrin
，　 pseudo−ephedrine ，　 methylephedrine

，
　 methoxyphenamine 　 and 　p −hy −

droxymcthamphetamine　were 　f（川 nd 　not 　to　 cross −rcact 　with 　Device−AM 　 when 　tested　 at

concentrations 　up 　to　at 　least　200μg／mL 　But　secondary 　amines 　such 　as 　mcthoxyphena −
mine

，　p−hydroxymethamphetamine ，
　ephedrine 　and 　pseudo−ephedrine 　were 　f｛）und 　to　cross −

react 　with 　Device−MA 　at　O，5，20，
20

，
200　Ug／ml

，
　 respectively ，　 The　results 　obtained 　f｛｝r

l75　urine 　 samples 　by　thc　proposed　method 　using 　the 　two 　devices　 wcre 　 compared 　with

those 　by　thc 　conventional 　method （Syva　Emit，　TLC 　and 　GC ／MS ）．　 Percent　agreements
between　the　two 　methods 　for　urine 　samples

，
　which 　are 　positive　for　both 　MA 　and 　AM 　and

negative 　for　both　MA 　and 　AM 　were 　100 ％．　 Total　perccnt　agreement 　was 　95 ％，

K ・yw ・・ds ・ immun ・1・gi・al 　 t・・t　 d・vice ； ・c・ eeni ・ g　 assay 　f・ ・ amph ・t・mi … in　 u ・i・ ・ ；

　　　　　　methamphetamine ；amphetamine ．

1 緒 言

　我が 国 で 乱用 され る 薬 物 が しだ い に 多様化 しつ つ あ る

が 覚 せ い 剤 は 依然 と し て 衰 え ず主 流 を な して い る，従 っ

て ，各鑑定機関 に お い て は，覚せ い 剤 の 使用 証 明 を行 う

＊

大阪府警 察 本部刑事部科学捜査研 究所 ： 54r 大 阪府 大

　 阪市中央区本町 1−3−18
＊＊

長 瀬産 業 （株）医 療 シ ス テ ム 部試 薬 課 ： 103　東京都中央
　 区 日本橋小 舟 町 5−1

尿資料 を，常時多数を取 り扱 っ て い る．こ の 種 の 鑑定 の

品 質管理 や，そ の 迅 速化，効 率 化 を よ り促 進 す る に は
，

捜査 現場 に お い て 得 られ た 尿資料を予備試験す る こ と に

よ り ，
い わ ゆ る陰性 と な る 資料を捜査現 場 段 階 で あ ら か

じめ排除す る こ と が重要 と な る，更 に ，事案 の 特殊性 を

考 え た場合，捜査現 場 に お い て 得 られ た尿資料 か ら覚 せ

い 剤使用 の 嫌疑が 存在する か 否か を，客観性及 び信 頼性

高 く迅速 に 判定で き る簡易 予 備試 験法 が 強 く望 ま れ て い

る，
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　こ の 種 の 事案の 捜 査 現 場 に お い て 使用で き る 予備試験

法の 条件 と して は，操作性 や判定法が 化学分析 を専門と

し な い 者 が取 り扱 う こ と を前提 と して 作 られ て い る こ と

が 必 要 で あ り，更 に 携行性 の 良 い こ と が 重要 で あ る．

又，年間数千件 に も な る 多数 の 尿検体 を鑑定検杳 す る 鑑

定機関 で は，検体 1 件当 た り に 要 す る 検査費用 も無視

で き な い 要件 に な る．こ の よ うな 状況 に お い て ，こ れ ま

で に テ ト ラ ブ ロ モ ブ チ ル フ ェ ノ
ー

ル フ タ レ ン エ チ ル エ ス

テ ル （TBPE ）を用 い た イオ ン 会合 に よ る 発 色反応 を 利

用 し た TBPE 法
1，2），シモ ン 反 応 に よ る発色を利用 し た

吸着 チ ッ プ法
3），及 び 試 験 紙 法

4 ）が開 発 使 用 さ れ て い る ．

吏 に 最近，イム ノ ア ッ セ イ を 原理 と し た 特異性 の 高 い

Triage （Biosite）が操作性や判定法 に お い て 優 れ て い る

と し て
一

部 に 試 さ れ て い る が
5）

， 捜査現 場 に 使用す る に

は 価格の 点 か ら，我 が 国 で は 広 く普及 さ れ る に は 至 っ て

い な い，今回，競合型の イム ノ ア ッ セ イを原理 と して ，

モ ノ ク ロ ナール 抗体 を用 い た
c‘Drug −of−Abuse　One 　Step

Test”（以 下 ，

“
ワ ン ス テ ッ プ テ ス ト

”
と略 記 ） （Bionike

Laboratorics，　Inc．製／国内販売 元 ： 長 瀬産業） に つ い て

実際の 鑑定資料尿 を用 い た最終判定結果 （以下，
“
鑑定

結果
” と 略記） との 整 合 性 な ど，捜査 現 場用予 備試験 法

に 導 人 す る に 際 して 想定 され る 種 々 の 問題 に つ い て 検討

を行 っ た ．

Test　area Sample　well

2　実 験

　2・1 試　薬

　 ワ ン ス テ ッ プテ ス トの メ タ ン フ ェ タ ミ ン 用 テ ス トカ
ー

ド 似
．
F，

“MA 用 テ ス トカード
”

と 略記）及 び ア ン フ

ェ タ ミン 用 テ ス トカード （以 下
“AM 用 テ ス トカード

”

と 略記 ） の 2 種類 に つ い て 検討 した．本 テ ス トカード

の 形態を Fig．1 に 示 す．な お
， 直接尿試料 に 浸せ る試

験紙型 の もの も あ る．

　標品 と し て 用 い た 試薬 は，d一メ タ ン フ ェ タ ミン 塩酸塩

（大 日本製薬）， dl一ア ン フ ェ タ ミ ン硫 酸 塩 賦 田 薬品），

t一エ フ ェ ドリ ン 塩酸塩 （大 日本製薬）， dl一メ チ ル エ フ ェ

ドリ ン 塩酸塩 （関西薬品〉，か ヒ ドロ キ シ メ タ ン フ ェ タ

ミ ン 硫酸塩 （Knoll　A．　G ．），ノ ル エ フ ェ ド リ ン 塩 酸 塩

（ア ル プス 薬品〉，
プ ソ イ ドエ フ ェ ドリ ン 塩 酸 塩 （ア ル プ

ス 薬 品 ），及 び メ トキ シ フ ェ ナ ミ ン 塩 酸塩 旧 本新薬）

で あ る ，

　 鑑 定検査 に 用 い た もの は，次の と お りで あ る ．

　ス ク リ
ー

ニ ン グ テ ス ト試 薬 キ ッ ト：Emit　d．　a．　u ．TM

M ・ n ・・1・ n ・IAmph ・t・ mi ・・／M ・th・ mphe ・・ mi ・・ Ass・y，試

薬 A 航 体，グ ル コ
ー

スー6一リ ン 酸，ニ コ チ ン ア ミ ドア

デ ニ ン ジヌ ク レ オ チ ド （NAD ） 及 び最終濃度 0．05％ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e

ll；！！llll
Fig．1　Schematic　il｝ustration 　Df 　Drug −of−Abuse
One 　Step　Test （card 　type）

ア ジ化 ナ トリ ウム L 試薬 B 〔グ ル コ
ー

スー6一リ ン 酸脱水

素酵素標識薬物及 び最終濃度 0，05％ の ア ジ化 ナ トリ ウ

ム ）， 及 び緩衝液 （トリス 緩衝液及 び最終濃度 0．05％ の

ア ジ化ナ トリウ ム ）（Syva）

　薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー （TLGI 用プ レ

ート： シ リ カ

ゲル 60F2s4 （Merck ）

　溶媒及 び試薬類は特級品を用 い た ．

　2。2 装　置

　Emit　d．　a．　u，TM の 測定装置 は ETS 　plus （Syva）を ，

ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ 質量分析装置 （GCIMS ） は QP−

2000 （島津製作所） を そ れ ぞ れ使 用 した．

　2 ・3　ワ ン ス テ ッ プテ ス トの 原理 ．

　本法 は，薬物 と タ ン パ ク質の 複合体 と尿中の 薬物 との

問の 抗体 に対す る競合反応 を利用 した も の で あ る．薬物

が 尿中 に 存在 す る 場合，尿 を本 テ ス トカードの サ ン フ ル

ウ ェ ル に 注 ぐと ，薬物 を含ん だ尿 は膜上 の あ る限 られ た

量 の 染料 と抗体 の 複合体 似 下
“
染料一抗体

”
と 略記）

と と もに 抗原抗 体反 応 し な が ら テ ス トエ リ ア に 進 む．尿

中 の 薬物 が あ る 濃度以上 存在 す る と，テ ス トエ リア に

コ ーテ ィ ン グ し た 薬物 と タ ン パ ク 質の 複合体 （以 下
“
薬

物
一
複合体

”
と 略記） と 染料

一
抗体 の 反応 が 阻 害 さ れ ，染

料
一抗 体 が テ ス トエ リ ア に 集中 しな い た め，染料の 色 に

よ る パ ン ドが 生 じ な い ，こ れ が 陽性 の 結果 で あ る．陰性

の 場 合 は，薬 物 一複合体 と 染料
一抗体 の 反応 が 阻害 さ れ

ず，染料の 色 に よ る バ ン ドが 生 じる．又 ， 陽性陰性 に か

か わ ら ず コ ン トロ ー
ル エ リ ア に お い て は薬物 と は 無 関 係
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な物質 の 抗原 と そ の 抗体 と 染料の 複合物と の 反応 に よ る

色 バ ン ドが生 じ，こ れ は 製品の 効力 を見 る もの で あ る ．

従っ て ，Fig．2 に 示 す よ う に テ ス トエ リア の コ ン トロ ー

ル バ ン ドの み に 赤色 の 線が観察 され れ ば陽性 と判定 し，
テ ス トバ ン ドと コ ン トロ

ー
ル バ ン ドの 位置 に 共 に 赤色 の

線 が 観察 され れ ば，陰性 と 判定 す る ．

　 2・4　試験方法

　捜査 現場用簡易予 備 テ ス トカ
ー

ドと して の 諸条件 を次

の よ う に 検討 し た．検出限界，交差反応性試験 に は 2・1
で 石 した標品を正常成入尿 に 添加 し，各種 の 濃度に 調製

した も の を 資料 と した．試料を テ ス トカ ードの サ ン プル

ウ ェ ル に 150叫 を注 ぎ ， 8 分後 に テ ス トエ リア を観察

し た．実際 の 鑑定資料尿 につ い て も上 記 と同様 の 方法 で

観察 した．鑑 定検査 に お い て は 次 の と お り行 っ た．な

お ，分 析装置 の キ ャ リー
オ ーバ ーな ど の 汚染 を勘案 し，

以 下 の よ う に カ ッ トオ フ 値 を設定 した．

　ま ず，Emit　d．　a．　u．TM の 測定 （Emit） を行っ た，カ

ッ トオ フ 値 は，メ タ ン フ ェ タ ミ ン 塩酸塩 1μg／ml に 調

製 した．続 い て TLC の 試 料 を 次の よ う に 調 製 した．尿

2．5m1 に 0．75　g の 塩化 ナ トリ ウ ム ，0．25　ml の 20％ 炭

酸ナ トリ ウ ム 水溶液及 び 3ml の ク ロ ロ ホ ル ム ーイ ソ プ

ロ パ ノ T ル （3 ： D を加 え
， 10 分間振 り混 ぜ た．こ れ

を遠心分離 した後下層 を採取 し，無 水硫酸ナ トリウム で

脱水処理 し，氷酢酸 を 2 滴添加 し て 減圧 下 に て 溶媒 を

留去 し た．残留 物 に 50 μ』の ク ロ ロ ホ ル ム ー
イソ プ ロ パ

ノール （3 ： D を加 え 再 び溶解 し試料 と し た，こ の 試料

溶液 か ら 旦0 叫 を TLC プ レ ー トに 添 着 し，ア セ トン ー

ベ ン ゼ ン ー28％ ア ン モ ニ ア 水 （2 ： 1 ： 0．5）に て 展開 し，
風 乾後 ドラーゲ ン ドル フ 試薬及 び シ モ ン 試薬 を 噴霧 し発

色 状 態 を観察 し た．検出限界 は 絶対 量 と して メ タ ン フ ェ

タ ミ ン 0．5   で あ っ た．

　最後 に，GCIMS の 試料 を次 の よ う に 調製 し た．

＊ ： No 　 cross −reaction 　 when 　tcsted　 at 　 concentration

・rat　l・ a ・ t　200 μ9／ml ．

尿 5ml に 2g の 無水炭酸 カ リウ ム 及 び lml の 酢酸エ

チ ル を加 え ， 10分間振 り 混 ぜ た．こ れ を遠 心 分離 し，
上 層 を採取 し，少 量 の 無 水硫酸 ナ トリ ウム を加 え，か き

混 ぜ，遠心 分離後溶液 を採取 して 試料 と した．

　 こ の 試料溶液か ら 1 叫 を GC ／MS に 注入 し，直 ち に

0．5 μ1の 50％ N 一メ チ ル ビ ス トリ フ ル オ ロ ア セ トア ミ ド

（MBTFA ）
一
酢酸 エ チ ル 溶液 を注 入 し，トリフ ル オ ロ ア

セ チ ル （TFA ）誘導体と して検出 した．　 GCIMS に お け

る 前記操作 法 に よ る カ ッ トオ フ 値 は，メ タ ン フ ェ タ ミ ン

塩酸 塩 は 0．5   ／ml
， 又 ア ン フ ェ タ ミン 硫酸塩 は 0．25

μg／ml と した．

　GC ／MS の 分析条件 は次 の とお りで あ る．

　 カ ラ ム ： DB −1 （J ＆ w ），
30　m ，

　 o．53　mm 〔i．d，），1．5

p皿 1 （膜厚）， カ ラ ム 温度 ： 170℃ ， 注 入 1．」温 度 1220 ℃ ，

イ オ ン 源温度 ： 250℃ ，イ オ ン 化方式 ： EI ， イオ ン 化電

圧 ： 70eV ，ス キ ヤ ン 範 囲 ： 55〜254　amu ，
ス キ ャ ン 間

隔 ： 1 秒

　本報告で 用 い た GGIMS の 繰 り返 し精度 に つ い て は，
メ タ ン フ ェ タ ミ ン 塩酸塩 1．5　Ftg／ml を用 い て 検討 した と

こ ろ，相 対 標 準偏差 （n ＝12）は 2．0％ で あっ た．

3　実験結果及び考察

　3 ・1 検出限 界

　2・4 で 述べ た方 法 に よ り検出限界 に つ い て 試験 した と

こ ろ，MA 用 テ ス トカードで は メ タ ン フ ェ タ ミ ン 塩 酸

塩 1μg／ml ，　 AM 用 テ ス トカードで は ア ン フ ェ タ ミン 硫

酸 塩 2　pg／ml で あ っ た ．

　S・2　交差反応性

　2・4 で 述べ た 方 法 に よ り 7 種 の 覚せ い 剤関連化合物の

交 差 反 応 性 に つ い て 試 験 し た と こ ろ ， MA 用 テ ス ト

カ ー ドで は Table　1 に 示 す よ う に，　p・ヒ ドロ キ シ メ タ
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Tab 且e　2　Comparison 　of 　 resuLts 　from　proposed

　　　　 mcthod （A ） and 　 conventional 　 method （B ）

　　　　 f・ rl フ5　urine 　samplcs

MA 　AM
．÷ ・… 1 雛

・惇
　 　 Tota1

95

　 5
　 0

　 0100

09

自
009

噛

00000 04
」
093

　

　

　

67

95
正1

　 069175

10018

．2

10094
．9

MA ： mcthamphetaminc ； AM ： amphetaminc ； A ：

P・・P・・ed 　 m ・ th ・d ； B ・ Emit　 d，　a．・，
TM

，　TLG ＆

GCIMS

ン フ ェ タ ミ ン に 強 い 交差反応 が認 め られ ，
メ トキ シ フ ェ

ナ ミ ン やエ フ ェ ドリ ン 類 に も若干認 め ら れ，二 級 ア ミン

類 に 反 応 す る と考 え ら れ た，しか し ， p
一
ヒ ドロ キ シ メ

タ ン フ ェ タ ミン は 我が 国 で は市販さ れ て お らず，又 メ タ

ン フ ェ タ ミン の 代謝物 で も あ るが 主排 せ つ 物 メ タ ン フ ェ

タ ミ ン に比較 す る と 少 な い
6｝の で ， 実際の 鑑定資料尿 に

対して の 影響 は 考 え られ な い．

　AM 用 テ ス トカ
ードで は 前記 の い ず れ の 物質も，少

な く と も 200μg／ml 濃度 で も交差 が 認 め ら れ ず ， 特異

性が 高 い もの と考 え られ た．

　我 が 国 で の 覚 せ い 剤乱用者 は，ほ と ん どがメ タン フ ェ

タ ミン を使用 して お り ， 尿中 に 排 せ つ さ れ る もの は 未変

化体 の メ タ ン フ ェ タ ミン が 主 な も の で ， 次い で 微量 の 代

謝物 で あ る ア ン フ ェ タ ミ ン，p一ヒ ドロ キ シ メ タ ン フ ェ タ

ミ ン 等 で あ る 現 状 を考慮 す る と，MA 用 テ ス トカード

と AM 用 テ ス トカー
ド，両方 の テ ス トカ

ードを 併 用 す

る こ と に よ り，MA 用 テ ス トカ
ー

ドに よ り感度よ く ，

AM 用 テ ス トカ
ードに よ り 特 異 性高 く ス ク リーニ ン グ

で き る こ とが考え られ た．

　3・3 実際の 鑑 定 資料 尿 に よ る ワ ン ス テ ッ プテス トと

鑑定結果の 比較

　実際の 鑑定資料尿 175 点の ワ ン ス テ ッ プテ ス トと 鑑

定結果 と の 比 較を Table　2 に 示 す．な お，鑑定結果 で

メ タ ン フ ェ タ ミ ン 陽性 と し た も の は，Emit，　TLC 及 び

GCIMS に お い て す べ て 検出 さ れ た もの で ，ア ン フ ェ タ

ミ ン 陽性 と した もの は，Ernitの 測定及 び GCIMS に お

い て す べ て 検出 され た も の で あ る．な お ，GC ／MS に お

け る 判定法 は フ ル ス キ ャ ン モ
ー

ドで の メ タ ン フ ェ タ ミ ン

及 び ア ン フ ェ タ ミ ン の 各 トリフ ル オ ロ ア セ チ ル 化体 の 主

要 な・fオ ン ピー
ク す な わ ち ，

メ タ ン フ ェ タ ミ ン ーTFA は

mk 　gl ，110，118，154，ア ン フ z タ ミ ン ーTFA は m ／z

gL，　 ll8，14  が 検出 さ れ た も の を 陽 性 と し た．

　MA 用 テ ス トカ
ー

ド及 び AM 用 テ ス トカ
ード共 に 陽

性 の も の 95 点 は，す べ て 鑑定結巣 で もメ タ ン フ ェ タ ミ

ン 及 び ア ン フ ェ タ ミ ン が 陽 性 で あ り，MA 用 テ ス ト

カード及 び AM 用 テ ス トカー ド共 に 陰 性 の も の 69 点

は，す べ て 鑑 定結果 で も メ タ ン フ ェ タ ミン 及 びア ン フ ェ

タ ミ ン が 陰性 で あ っ た．

　MA 用 テ ス トカードで 陽性，　 AM 用 テ ス トカ
ードで

陰性 の もの は ll点あ り，そ の う ち 2 点の み が 鑑定結果

と
一

致 し，5 点 が 鑑 定結 果 で メ タ ン フ ェ タ ミン 陽性及 び

ア ン フ ェ タ ミ ン も陽性 と な り，4 点が メ タ ン フ ェ タ ミ ン

及 び ア ン フ ェ タ ミ ン共 に 陰性 と な っ た ．鑑定結果で ア ン

フ ェ タ ミ ン も 陽性 と な っ た 5 点 は，GC ／MS が AM 用

テ ス トカ
ードに よ る ワ ン ス テ ッ プテ ス トよ り感度が 高 い

た め と考 え られ た，鑑定結果 で 陰性 と な っ た 4 点の う

ち 2 点 は ，TLG で メ タ ン フ ェ タ ミ ン が 陰性 とな っ た も

の で GG ／MS で は メ タ ン フ ェ タ ミ ン 陽性 で ある が，総

合判定 で 陰性と し た も の で，残 り 2 点 は TLC 及 び

GC ／MS 共 に 陰性 で ある．　TLC 及 び GCIMS 共 に 陰性

で あ る 2 点 は メ チ ル エ フ ェ ドリ ン を検出 した もの 1 点

と TLC 陰性 で GCIMS で メ タ ン フ ェ タ ミ ン 及 び ア ン フ

ェ タ ミ ン 擬陽性 とな っ た も の で ある ．

　以 上 の 結果，鑑 定結果 と完全 に
一・一
致 した もの は 全資料

175 点中 166点，す な わ ち
一

致率 は 95％ で あ り，そ の

高 い 特異性 に 加 え ， 判定方法や携行性も よ く
， 捜査 現場

用 テ ス トと して 有用 と考 え ら れ た．

　 本法 ワ ン ス テ ッ プテ ス トは，MA 用 テ ス トカードと

AM 用 テ ス トカー
ドを 併用 す る こ と に より検出感度 及

び特異性を相互補完 し，我 が 国 の 捜査現場用 予 備試験法

と して 有効 な もの と考 え られ た ．実際 の 鑑 定 資料尿 175

点に つ い て 両 テ ス トカードを併用 し た テ ス トと Emit，

TLC 及 び GCIMS に よ る 鑑定結果 と を 比較 し た と こ

　ろ ，
そ の 一一

致率 は 95％ と な り，又 両 テ ス トカ
ードと も

陰性 の 資料は鑑定結果 もす ぺ て 陰性 で あり，現場 で の 選

・別 可 能 な 選択性 の 高 い 捜査現 場用予備試 験 法 で あ る と考

　え られ た．又 ， 判 定方法 や 携 行 性 も よ く，捜査 現 場 用予

備試験法 と して 有用 と考 え られ た．従 っ て，捜査現場 に

　は信頼 し うる情報 を もた ら し，鑑定機関に お い て も業 務

　の 合理 化 に 資す る もの と考 え られ た ．

　　な お ， 捜査現場 に お い て あ ま り高感 度な 方法を用 い る

　こ と は 覚 せ い 剤 の 結晶等 の 押収作 業 か ら の 汚染の 可 能性

　を考慮 に 入 れ る と，捜．査 現場 用予 備試験法 と して は 上記

　検 出 限界 程 度が 現状 で は満足 し得 る もの と考 え られ る．
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要 旨

　イ ム ノ ア ッ セ イを原理 と し た尿中覚せ い 剤 の 捜査現場用予 備 テ ス トカード
‘‘Drug −of−Abuse　One 　Step

Test”を実 際の 事件 に 関連 し た 尿資料の ス ク リーニ ン グ に 適用 す る た め の 諸条件 を検討した，検出限界
は メ タ ン フ ェ タ ミ ン 用 テ ス トカー

ド 〔MA 用）は 撫 g／ml ，ア ン フ ェ タ ミ ン 用 テ ス トカード （AM 用）

は 2 μg／ml で あ っ た ．両 テ ス トカードの 交差反応性 に つ い て 7 種 の 覚せ い 剤類縁化合物を 用い て 調 べ

た と こ ろ，MA 用 は 二 級 ア ミ ン 類 に反応 が 認め られ た が，　AM 用 で は loo倍 の 濃度 で も反応 しな か っ

た ．実際の 鑑定資料尿 175点 に つ い て両 テ ス トカードを 併用 した テ ス トと Emit，　TLC 及 び GCIMS
に よ る 鑑定結果 と を 比 較 し た と こ ろ ， 両 テ ス トカード共陽性 の 資料 及 び両 テ ス トカード共陰性 の 資料
164 点 は 鑑定結 果 と 100％ 一

致 し，残 り ll 点 は MA 用 は 陽性，　 AM 用 は 陰 性 と な っ た も の で
，

こ れ

らを 含め た全体 の
一．
致 率 は 95％ で あ っ た．本 テ ス トカ ードは そ の 高 い 特異性 に 加 え，判 定 方 法 や 携行

性もよ く捜査現 場用 テ ス トと して 有用 と考え ら れ た，
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